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Abstract During the reign of Sultan Ibrāhīm Sharqī (r. 1401-1440), ruler of a newly established Sharqī

kingdom based on Jawnpur, a famed Indian qādī Shihāb al-Dīn Ahmad al-Dawlatābādī wrote the

Manāqib al-Sādāt. This work remains unpublished, but might be one of the most widely read works by

Dawlatābādī. It discusses the due respect to and merits of sayyids in the form of hadith commentary and

refers to around 120 works of various disciplines. It quotes theological and jurisprudence works in Arabic

and Persian anecdotes of former kings and intellectuals, such as Shams al-Din Iltutmish and Abū

al-Hanīfa. Briefly introducing the author Shihāb al-Dīn al-Dawlatābādī andManāqib al-Sādāt, this paper

identifies the works that appear in Manāqib al-Sādāt, often in abridged titles, and then compares them

with two lists of works referred to by two intellectuals in South Asia, one in the early half and another in

the latter half of the fourteenth century. Through the analysis, this paper highlights that the intellectual

tradition established in Delhi by the Tughluq period was inherited in regional kingdoms in the fifteenth

century, while the topic and language of Manāqib al-Sādāt show a certain novelty.
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は じ め に

本稿は，シハーブッディーン・ダウラターバーディー (d. 849/1445) が著した『サイイ

ドたちの美徳』という作品の中で引用・参照されている文献の分析を通して，デリー・サル

タナト時代の学術伝統について論じる。デリー・サルタナトは 14 世紀前半に大きく拡大し，

一時はインド最南端を除く地域を征服した。しかし，その領土支配は 14 世紀半ばには揺ら

ぎ始め，1340 年代にデカンとベンガルに，14 世紀末から 15 世紀初頭にかけてグジャラート，

マールワーなど多くの地域にムスリムを君主とする王朝が成立した。ダウラターバーディー

は，このような地方王朝の一つ，北インドのシャルキー朝 (1394-1479) で活動したウラ

マーである。15 世紀インドのムスリム地方王朝における学術や文化については，各地域独

自の文化の発展，特に在地語を用いた文芸活動が近年注目を集めている［Orsini & Sheikh

2014］。また，地方王朝と地域文化の関係を取り上げた近年の研究として，ペルシア語を通

した広域交流に注目してデカンのムスリム諸王朝の宮廷文化を扱った［Flatt 2019］，14 世

紀から 16 世紀初頭までのグジャラート地方の歴史を，経済圏や文化圏の成立という文脈で

論じた［Sehikh 2010］が挙げられる。ただ，これまでの研究で取り上げられてきた文化は

文学や宗教 (イスラームでは特にスーフィーの活動) が中心であり，イスラーム諸学につい

ての具体的な検討はあまり見られない。『サイイドたちの美徳』中で言及されている文献の

分析は，そのような間隙を埋めるものである。この作品は大部ではないが，ハディース学を

中心に多様なジャンルの文献 100 点以上が言及されており，ダウラターバーディーが活動し

た 15 世紀半ばの北インドにおけるアラビア語・ペルシア語の学術伝統の様相を知る手がか

りを与えてくれる。本稿では最初に『サイイドたちの美徳』の概要を紹介し，次に作中で引

用・言及されている諸文献の比定と分析を行い，それらの文献と，14 世紀までにデリーを

中心とした地域で用いられていた文献との比較検討を行う。これらの作業を通して，デ

リー・サルタナト期の学術の展開，特に，13 世紀初頭のデリー・サルタナトの成立以来，

インドにおけるイスラーム文化の中心地であったデリーと，15 世紀の地方王朝における学

術伝統の関係について考察していきたい。

Ⅰ 『サイイドたちの美徳』の概要

『サイイドたちの美徳』(Manāqib al-Sādāt)1) の作者シハーブッディーン・ダウラター

バーディー (Shihāb al-Dīn Ah
̇
mad b. Shams al-Dīn Uʿmar al-Zawālī al-Dawlatābādī) は，

ガズナにルーツを持つ家系の出身であり，自身はデカンのダウラターバードに生まれ，デ

1 ) 『サイイドたちの栄誉』(Sharaf al-Sādāt) あるいは『40 のハディース』(Chihil H
̇
adīth) と呼

ばれることもある。後者の名称は，後に説明するように作品中で 40 のハディースが解説されてい

ることによると推察される。

15 世紀北インドにおけるインド・イスラームの学術伝統 17



リーでも学んだ。著名な師匠として，デリーのマウラーナー・ホージャギー2)がいる。ダウ

ラターバーディーは，14 世紀末にティムールの攻撃を受けたデリーを離れ，シャルキー朝

のイブラーヒーム・シャー (Ibrāhīm Shāh, r. 1401-40) 治下のジャウンプルに招かれて大

カーディーとなり，同地で死亡した。没年には 842/1438 年，848/1444-5 年など諸説ある

［Saeed 1972: 184 n3］。ダウラターバーディーをジャウンプルに招いたイブラーヒーム・

シャーは，シャルキー朝の三代目の君主である3)。彼はシャルキー朝の支配を確立し，また

デリーのサイイド朝やベンガルへの遠征4)を行った。イブラーヒーム・シャーは学術振興に

も熱心であり，彼の治世のジャウンプルは「第二のデリー」と呼ばれていたという［GI: Ⅱ,

305］。ダウラターバーディーは，このようなイブラーヒーム時代を代表する知識人と位置付

けられている［AA: 359-361; Āʼīn: Ⅰ, 432; GA (P): 131; GA (T): 171; GI: Ⅱ, 305; NK: Ⅲ,

14-16; Ahmad 1968: 196-197; Hussain 2017: 154; Nizami: EI2, al-Dawlatābādī: 154; Saeed 1972:

181-184］。ダウラターバーディーは，クルアーン注釈，法学，アラビア語文法，歴史，詩集

などの分野で多くの作品を著したとされる。諸研究の中で彼の代表作としてよく挙げられる

のは，ペルシア語のクルアーン注釈 Bah
̇
r al-Mawwāj5)，イブン・ハージブ (Ibn al-H

̇
ājib, d.

1248) によるアラビア語文法書 al-Kāfiyyaの注釈 (Sharh
̇
al-Kāfiyya，Sharh

̇
al-Hindīなど

と呼ばれる) などである6)［Hadi 1995: 570］。

2 ) Mawlānā Khwājagī。彼は，チシュティー派のナスィールッディーン・アワディー (Nas
̇
īr

al-Dīn Awadī, Chirāgh-i Delhi, d. 1356) の弟子であった［AA: 288-290; Saeed 1972: 247］。

3 ) ジャウンプルは，1359/60 年にスルタン・フィールーズシャー・トゥグルク (r. 1351-1388) に

よって建設された。1389 年にジャウンプルの支配者に任じられたマリク・サルワル (Malik

Sarwar) が 1394 年に独立を認められたことがシャルキー朝の始まりとされる。シャルキー朝の

名称は，マリク・サルワルが「東方のマリク」Malik al-Sharq の称号を与えられていたことに由

来する。イブラーヒーム・シャーは，マリク・サルワルの後を継いだ養子のムバーラク・シャー

(r. 1399-1401) の弟である。第 6 代フサイン・シャー (r. 1458-) が 1479 年にローディー朝に敗

北し，ベンガルに亡命したことでシャルキー朝は滅びた。シャルキー朝に関しては，

Encyclopaedia of Islamの関連項目，サイードとフサインによる研究を参照［Burton-Page: EI2,

Djawnpur; Hussain 2017; Nizami: EI2, Shark
̇
īs; Saeed 1972］。

4 ) ベンガルへの遠征は，1418 年と 1435 年 (あるいは 1433-4 年) の 2 回行われたとされる

［Hussain 2017: 43-45］。

5 ) 題名については，Bih
̇
ār al-Mawwāj という表記もみられる［Zadeh 2012: 572-573］。筆者は

Bah
̇
r al-Mawwājの内容を確認できていないが，『サイイドたちの美徳』の中ではクルアーンの章

句が多く引用・解説されており，Bah
̇
r al-Mawwāj の内容と関連性が高いと見られる。Bah

̇
r

al-Mawwāj の中では，詩人として知られるナフシャビー (D
̇
iyā al-Dīn Nakhshabī, d. 1350) の

Tafsīr-i Mughnīや，アブルライス・サマルカンディー，ナサフィー，ザマフシャリー，ファフ

ルッディーン・ラーズィーのクルアーン注釈への言及が見られるという［Zadeh 2012: 573］。

6 ) アフマドは，ダウラターバーディーの著作として 7点のアラビア語作品を示している［Ahmad

1968: 196-200, 230, 316, 371-372, 454, 471］。管見の限り，ダウラターバーディーの著作で出版さ

れているのは，Bah
̇
r al-Mawwāj，al-Irshād (アラビア語構文についての論考［Ahmad 1968:

196-199］)，Mus
̇
addiq al-Fad

̇
l (Qas

̇
īda Bānat Suʻād 注 釈［Ahmad 1968: 230, 471］)，Sharh

̇
al-Kāfiyya［Ahmad 1968: 199-200］の 4点のみである。
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『サイイドたちの美徳』は未刊行である。現在のところ，カタログ類から 31 点の写本の所

蔵が確認できた (表 1 を参照)。南アジア以外の地域では，イギリスとイランにも所蔵があ

る7)。そのうち筆者が実見したのはインド共和国のアリーガル所蔵写本 4点，ラーンプル所

蔵写本 4点，トーンク所蔵写本 4点と，テヘランのMajlis Library 所蔵写本8)の合計 13 点で

ある。本稿の翻訳には，これまで調査できた写本の中ではテキストが整っていると判断した

テヘランの Majlis Library 所蔵写本 (No. 14134，1061/1650-1 年ラホール筆写，略号 Te)

とトーンクのMaulana Abul Kalam Azad Arabic and Persian Research Institute 所蔵写本

(Persian No. 1904-2435，19 世紀？，略号To) を用いた。

本作は，短い序文と後書き，そして 10 の章から成る。各章は導入部分，ハディース解説，

逸話から構成され，章ごとに 4 つのハディースが引用・解説されており，全体で 40 のハ

ディースの解説が行われるという構成になっている。各章の内容は以下の通りである。

第 1 章 預言者の子孫たちへの友愛［Te: 2a-11a; To: 2-15］

第 2 章 預言者の子孫たちを愛するものたちへの吉報［Te: 11a-13b; To: 15-21］

第 3 章 預言者の子孫たちの保護 (ra āʿyat)［Te: 13b-19b; To: 21-36］

第 4 章 預言者の子孫たちの美徳［Te: 19b-27a; To: 36-53］

第 5 章 アリー裔とサイイドの系譜はファーティマから (繋がるもの) であることの証明

［Te: 27a-29b; To: 53-60］

第 6 章 サイイドの近親となることによって預言者に繋がること［Te: 29b-33b; To: 60-70］

第 7 章 サイイドたちとファーティマの尊称［Te: 33b-38a; To: 70-81］

第 8 章 サイイドは決して背教者 (kāfir) にならないこと［Te: 38a-40b; To: 81-90］

第 9 章 サイイドたちとファーティマについての決まり (manshūr)［Te: 40b-43a; To: 90-

97］

第 10 章 ヤズィードやそれに類するものたちへの呪詛 (la nʿ)［Te: 43a-54b; To: 97-141］

章のタイトルからも分かる通り，『サイイドたちの美徳』の中では，サイイドの尊さや，

サイイドを保護することがイスラームの教えの中で正当化されること，サイイドにまつわる

さまざまな規定が，アラビア語文献の引用9)とペルシア語による翻訳・解説，そして逸話を

通して説かれている10)。問答形式の叙述も見られ，特に第 10 章には長い問答部分が見られ

7 ) ブハラあるいはコーカンドで筆写されたとみられる写本の存在も報告されているが，所蔵情報

は不明である。この写本は，ナクシュバンディー・ムジャッディディーのスーフィー，ファズ

ル・アフマド (Fad
̇
l Ah
̇
mad Ma sʿūmī, d. 1814) のリサーラや，16 世紀北インドのロウシャン運動

の指導者バーヤズィード・アンサーリー (Bāyazīd ʿAns
̇
ārī, d. 1585) の神学論なども含んでいると

いう［Ziad 2017: 123］。

8 ) この写本は東京大学東洋文化研究所の森本一夫氏のご厚意により提供いただいた。

9 ) アラビア語部分は，先行作品の単純な引用や要約ではない可能性もある。この点については今

後の検討課題である。

10) 『サイイドたちの美徳』の内容については別稿で論じている［二宮 2023］。
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表 1 『サイイドたちの美徳』写本情報

所在地 図書館・所蔵先 写本番号 備考

London, England British Library
I. O. D. P. 109

1194/1779

Sorey vol. 1 pt. 1, p. 211

Aligarh, India (4) Maulana Azad Library,

Aligarh Muslim University

University Collection, fārsī madhhab
wa tas

̇
awwuf, 267

65ff, Shekasta, 1200/1786 年

最終ページ欠

University Collection, fārsī madhhab
wa tassawwuf, 268

42ff, Shekasta, 1313/1895 年

中間部に穴あき

Ah
̇
san Collection, fārsī, tad

̇
kira,

920/42

34ff, Shekasta, 1102/1691 年

8 章以降のみ

Subh
̇
ān Allāh Collection, fārsī, fiqr,

297-7/82 (297-3/31)

57ff, Shekasta

? Sorey vol. 1 pt. 2, p. 1261

Hyderabad, India (3) Ās
̇
afīyah Library Catalogue vol. 1, No. 577 Sorey vol. 1 pt. 1, p. 211

Catalogue vol. 2, No. 71 Sorey vol. 1 pt. 1, p. 211

Catalogue vol. 2, No. 76 Sorey vol. 1 pt. 1, p. 211

Kolkata, India (2) Asiatic Society Curzon collection, no. I 514

(Catalogue No. 371)

22ff, 1103/1691 年

Tarjumah-i Chihil H
̇
adīth

National Library
Buhar Collection, No. 18

164ff, Nastaʻliq, A. D. 1889

Sorey vol. 1 pt. 1, p. 211

Patna, India Khuda Bakhsh Oriental

Public Library

Abdul Muqtadir, Cataloge of the
Arabic and Persian Manuscripts, vol.
14, No. 1187

50ff, Taʻliq, 19th century

Sharaf al-Sādāt

Rampur, India (4) Raza Library* Persian, No. 1959 59ff, 994/1585 年?

Persian, No. 1960 77 ff

Persian, No. 1961 1170/1756 年

Persian, No. 1962 112 ff, Shekasta

Tonk, India (4) Maulana Abul Kalam Azad

Arabic Persian Research

Institute

Persian, 1904-1132

Persian, 1904-2435 145 ff

Persian, 1904-2444/1

Persian, 1904-4522

Mashhad, Iran Kitāb-khānah-i Āstān-i
Quds-i Rid

̇
awī

Mss. No. 35 Sorey vol. 1 pt. 2, p. 1261

Tehran, Iran Majlis Library 14134 1061/1650-1 年, Lahore

Hyderabad, Pakistan** Provincial Museum 866

Islamabad, Pakistan Ganj Bakhsh 2242 Shekasta, 1323/1962 年

Karachi, Pakistan National Museum
1958-922

Nastaʻliq, 1254/1838-9 年

Sharaf al-Sādāt

Lahore, Pakistan (3) Shirani Collection, Punjab

University Library
3950/907

995/1587 年

Sharaf al-Sādāt

3996/944/1
1242/1826 年

Chihil H
̇
adīth

4091/1039/1
1238/1878 年

Chihil H
̇
adīth

Peshawar, Pakistan (2) 個人蔵

Richard Office 86 Nastaʻliq, 1263/1846-7 年

Quetta, Pakistan 個人蔵

Sargodha, Pakistan Anjuman Rabwa Nastaʻliq, 1280/1863-4 年

* カタログでは 1963 番もダウラターバーディー作とされているが，筆者が実見したところ同名の別作品であった

(Catalogue of Persian Manuscripts, Rampur Raza Library, 1996, vol. 1, p. 599)。
** パキスタンでの所蔵に関しては，Munzawi によるカタログを参照した［Munzawi 1983-1992: vol. 2, No. 2086］。



る［Te: 45a-6a; To: 102-135]11)。ペルシア語の使用は本作の大きな特徴である。本作はハ

ディース解説の体裁をとっており，法学の議論への言及もあるため全体にアラビア語の引用

が多用されているが，適宜ペルシア語の翻訳が付されており，ペルシア語を読む層に向けた

普及の意図があったことが窺われる。さらに，サイイド保護の方法として彼らを従者にする

ことが薦められていること，ペルシア語の逸話の主な登場人物に，市井の人物だけではなく

よく知られた支配者や知識人が目立つことなどから，本作の主な読者として支配者層が想定

されていると推察される12)。また，写本の分布からみて，本作は南アジアを超えて読まれて

いたと見られる。

Ⅱ 『サイイドたちの美徳』から見るインド・イスラームの学術伝統

本節では，『サイイドたちの美徳』内に見られる作品名の比定に基づく分析を行う。作品

名の比定の結果は表 2 にまとめた。この比定においては，アラビア語文献リスト

(Brockelman 1937-1949，表での略号は GAL)，ペルシア語文献リスト (Storey 1970-，表

での略号は Storey) に加え，デリー・サルタナト時代の学識の概要を知るために有用な文

献リスト 2 点を主に参照した。アーンスト (C. Ernst) によるリスト (略号 E，E リスト)

は，チシュティー派のスーフィー，ルクヌッディーン・カーシャーニー (Rukn al-Dīn

Kāshānī, d. after 1337) が著したスーフィズムの解説書 Shamāʼil al-Atqiyā wa Dalāʼil

al-Anqiyāの冒頭に列挙されている文献をアーンストが検討・整理したもので，一部重複や，

スーフィー何某の言葉，のように単独の作品とは見做し難いようなものも含め，257 点が含

まれている［Ernst 2004: 251-263］。ルクヌッディーン・カーシャーニーは，ニザームッ

ディーン・アウリヤーの弟子でダウラターバードに移住して活動したブルハーヌッディー

ン・ガリーブ (Burhān al-Dīn Gharīb, d. 1337) の弟子である。彼を含む 4 人兄弟は全員ブ

ルハーヌッディーンの弟子であり，4名中 3 名がブルハーヌッディーンの語録を作成した13)。

彼ら兄弟はダウラターバードでトゥグルク朝の行政に関わっていたと推察されている

［Ernst 2004: 138-141］。Eリストはデカンで作成されたものだが，1330 年前後のダウラター

バードのムスリム知識人はデリー周辺をはじめとする北インドからの移住者が中心であった

と推察されるため，イスラーム関連の学術状況は同時代の北インドと大きな違いはないと考

えてよいだろう。E リストの元になった文献の列挙には特に説明がないが，アーンストは

11) テヘラン写本にはフォリオ順の乱れが見られ，フォリオ 53 と 54 の間にフォリオ 5-6 が入る。

12) 後述するデリー・サルタナトのスルタンや知識人のほか，アブー・ハニーファや，サッファー

ル朝のアムル・ブン・ライス (r. 879-901，「バルフの王」とも呼ばれている) が登場する逸話が

複数見られる［Te: 13b, 19b, 29a, 33a-b; To: 21, 36-37, 59-60, 70］。なお，本作の成立については，

別稿において論じている［二宮 2023: 58-61］。

13) ルクヌッディーンはクルアーン注釈も著している。
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『サイイドたちの美徳』中での呼称 著者名・作品名の推定 登場数 参照文献・備考

1 (Fatāwā) al- Aʿttābiyya
Kitāb Jāmiʿal-Fiqh by Zayn al-Dīn Ah

̇
mad b.

Muh
̇
ammad b. Uʿmar al-Bukhārī al- Aʿttābī (d. 1190)

2 GALS I 643, S-71, FTK

2 Ah
̇
san al-Ādāb 1 Persian

3 Akhbār al-Nahār (Te)/al-Anār (To) 2

4 Ākhir Z
̇
ahīrī 1

5
Aʿqīda (al- Uʿqla of Imām al-S

̇
aghānī,

author of Mashāriq)
work by Rad

̇
ī al-Dīn al-H

̇
asan al-Saghānī (d. 1252)? 2

6 Arba īʿn 1 S-44-46?

7 Aʿzīz al-Siyar (To)/Aʿrab al-Siyar (Te) (Story of Sha bʿī) 1 Persian

8 Bustān
Bustān al-Ārifīn by Muh

̇
yī al-Dīn Abū Zakarīyā

Yah
̇
yā b. Sharaf al-Nawawī (d. 1277)?

1 GAL I 397, S-9

9
Dastūr al-H

̇
aqāʼiq of Fakhr al-Dīn al-Rāzī

(d. 1209)
5 GAL I 506

10 Dhakhīra

Dhakhīrat al-Fiqh by Burhān al-Dīn Abū al-Ma āʿlī

Mah
̇
mūd S

̇
adr al-Sharī aʿ b. Māza al-Bukhārī (d.

1174)?

4

GAL I 375, GAL SI 642,

E-61, S-68, FTK, Persian

or Arabic

11 Durar
Durar al-Bihār by Shams al-Dīn Muh

̇
ammad b.

Yūsuf al-Qūnawī (d. 1386)?
6 GAL II 81, GAL SII 90

12 Farmān (To) (Arabic ― Persian dictionary?) 1

13 Fatāwā al-Jurjānī (al-Qadīma)
work by Aʿlī b. Muh

̇
ammad Sayyid Sharīf al-Jurjānī

(d. 1413)?
1 Persian or Arabic

14 Fatāwā Kāmil (To) 1 GAL SII 953?

15 Fatāwā al-Kubrā
al-Fatāwā al-Kubrā by H

̇
usām al-Dīn b. Māza al-

S
̇
adr al-Bukhārī (al-S

̇
adr al-Shahīd, d. 1141)

1
GALI 374, GAL SI 640,

E-73

16 Fatāwā Qād
̇
īkhān (al-Khāniyya)

Fatāwā Qād
̇
īkhān by H

̇
asan b. Mans

̇
ūr al-Farghānī

Qād
̇
īkhān (d. 1196)

2
GAL I 376, GAL SI 644,

S-88, FTK

17 Fatāwā al-S
̇
ughrā

Fatāwā al-S
̇
ughrā by H

̇
usām al-Dīn b. Māza al-S

̇
adr

al-Bukhārī or Yūsuf b. Ah
̇
mad al-Khwārizmī (d.

1223)

1
GAL I 374, 380, GAL SI

640, S-93

18 Fatāwā al-Z
̇
ahriyya/al-Z

̇
ahīriyya?

Fatāwā al-Z
̇
ahriyya by Z

̇
ahīr al-Dīn H

̇
asan

Marghīnānī (d. 1203) or Z
̇
ahīr al-Dīn al-Bukhārī (d.

1222)

3
GAL SI 651, S-96, FTK?,

Persian or Arabic

19 Fawāʼid Jalāliyya malfūz
̇
āt of Jalāl al-Dīn Bukhārī (d. 1384) 2 Persian

20 Hādī (To)
Kitāb al-Hādī fī Us

̇
ūl al-Dīn by Jalāl al-Dīn Uʿmar b.

Muh
̇
ammad al-Khabbāzī (d. 1292)?

1 (GAL SI 657)

21 H
̇
āfiz
̇
iyya

al-Aʿqīdat al-H
̇
āfiz

̇
iyya (al- Uʿmdat fī al-Aʿqā'id) by

al-H
̇
āfiz
̇
al-Dīn Abū al-Barakāt Aʿbd Allāh al-Nasafī

(d. 1310)? Also see No. 82

1
GAL II 196, GAL SII 263,

E-47

22 Hidāya
Hidāyat al-Burhāniyya by Burhān al-Dīn Aʿlī b. Abū

Bakr al-Margīnānī (d. 1197)
1 GAL SI 644, S-99, FTK

23 Iʿlām al-Hudā
Iʿlām al-Hudā wa Aʿqīda Arbāb al-Tuqā by Shihāb

al-Dīn Abū H
̇
afs Uʿmar al-Suhrawardī (d. 1234)

2
GAL I 440, GAL SI 789,

E-57, S-13

24 Jāmiʿ al-Fatāwā
Jāmiʿal-Fatāwā by Nas

̇
īr al-Dīn Abū al-Qāsim

Muh
̇
ammad b. Yūsuf al-Samarqandī (d. 1161)

1 S-103

25 Jāmiʿ al-Jawāmiʿ
Jāmiʿal-Jawāmiʿ fī Tafsīr al-Qur’ān by Rad

̇
ī al-Dīn

al-Fad
̇
l b. al-H

̇
asan al-T

̇
abarsī (d. 1153)?

1 GAL I 405, FTK

26 Jāmiʿ al-S
̇
aghīr (To)

Jāmiʿal-S
̇
aghīr by Muh

̇
ammad b. al-H

̇
asan al-

Shaybānī (d. 805)
1

GAL I 172, E-65, S-106,

FTK

27
Jawāhir-i H

̇
asanī (To)/Jawhar-i H

̇
usaynī

(Te)
1 FTK?, Persian

28 Jawāmiʿ al-H
̇
ikma 1 Persian

29 Kāfī

al-Kāfī by Abū al-Fad
̇
l Muh

̇
ammad b. Muh

̇
ammad

al-Sulamī al-Marwazī, al-H
̇
akīm al-Shahīd (d. 945),

Also see 80

2 S-107?, FTK

30 Kalīla Dimna
Persian translation by Niz

̇
ām al-Dīn Nas

̇
r Allāh b.

Muh
̇
ammad (1144)?

1 Persian

31 Kanz al-Daqāʼiq
Kanz al-Daqā’ iq fī al-Furū’ by H

̇
āfiz
̇
al-Dīn Abū

al-Barakāt Aʿbd Allāh al-Nasafī
1

GAL II 296 GAL SII 265,

E-60, S-108

32 Kanz al-ʿIbād
Kanz al-ʿIbād fī Sharh

̇
al-Awrād by Aʿlāʾal-Dīn Aʿlī

b. Ah
̇
mad al-Ghūrī (15c)?

1
GAI I 441, GAL SI 790,

Persian or Arabic
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33 Kashf See No. 34 and No. 35 1

34
Kashf of Imām Muh

̇
ammad b. Aʿlī (al-

Makkī)

work related to Abū T
̇
ālib Muh

̇
ammad b. Aʿlī

al-Makkī (d. 998)?
1 S-109

35 Kashf al-Mah
̇
jūb

Kashf al-Mah
̇
jūb by Aʿlī b. Uʿthmān al-Hujwīrī (d. ca.

1072)?
2?

36 Kashshāf

al-Kashshāf aʿn H
̇
aqā'iq al-Tanzīl by Abū al-Qāsim

Mah
̇
mūd b. Uʿmar al-Zamakhsharī (d. 1144) Also see

No. 100

13
GAL I 290, GAL SI 507,

E-4, S-160

37 Khas
̇
s
̇
āf

work by Ah
̇
mad b. Uʿmar al-Khas

̇
s
̇
āf (d. 874)? Also

See No. 84
2

GAL I 173

Persian or Arabic

38 Khizānat al-Fiqh
Khizānat al-Fiqh by Abū al-Layth Nas

̇
r b.

Muh
̇
ammad al-Samarqandī (d. 983)

1
GAL I 196, GAL SI 347,

E-66, S-110, FTK

39 Khizānat al-Jalāliyya malfūz
̇
āt of Jalāl al-Dīn Bukhārī 3

40 Khulās
̇
a

Fatāwā al-Khulās
̇
a by Iftikhār al-Dīn T

̇
āhir b. Ah

̇
mad

al-Bukhārī (d. 1148) or Khulās
̇
at al-Ah

̇
kām bi-

Sharā'it
̇
li-al-Īmān wa al-Islām by Abū Bakr Ish

̇
āq b.

Tāj al-Dīn Abū H
̇
asan, Ibn al-Tāj (d. after 1335) or

Khulās
̇
at Jawāhir al-Qur'ān fī Bayān Ma āʿnī al-

Furqān by Ibn al-Tāj

3
Ahmad 1968, pp. 312, 270,

S-81, FTK

41 Khulās
̇
at Sibb al-Shaykhayn 1

42 Khulās
̇
at al-Siyar

Khulās
̇
at Siyar Sayyid al-Bashar by Muh

̇
ibb al-Dīn

Abū al- Aʿbbās Ah
̇
mad b. Aʿlī al-Makkī al-T

̇
abarī (d.

1294)?

1
GAL I 361, GAS SI 615,

S-54, Persian or Arabic

43 Kifāyat Shaʿbī (Story of Aʿmr b. al-Layth, r. 879-901) 2 S-185?, Persian

44 Kitāb al-Jawhar (To)/al-Jawāhir (Te) 1

45 Kitāb al-Shahāda 1

46 Lāmiya

Lāmiyat al-Aʿjam by Muʼayyad al-Dīn al-Tughrāʼī or

Qas
̇
īdat al-Lāmiya fī al-Tawh

̇
īd by Sirāj al-Dīn Aʿlī

al-Farghānī al-Ushī (12c) or Qas
̇
īdat al-Lāmiya by

Qād
̇
ī Aʿbd al-Muqtadir b. Qād

̇
ī Rukn al-Dīn al-Kindī

al-Dihlawī (d. 1388)? See No. 85

1?
Ahmad 1968, p. 479, E-52,

S-153, Persian or Arabic

47 Ma āʿlim al-Tanzīl
Kitāb Ma āʿlim al-Tanzīl by H

̇
usyan b. Masʿūd al-

Baghawī (d. 1117 or 1122)
1 GAL I 364, GALS I 622

48 Mabkiyāt? (To)/Mikyāt? (Te) 1 Persian

49 Madārik
Madārik al-Tanzīl wa H

̇
aqā’ iq al-Ta’wīl by H

̇
āfiz
̇

al-Dīn Abū al-Barakāt Aʿbd Allāh al-Nasafī
5

GAL II 197, GAL SII 267,

S-161, Persian or Arabic

50 Maʿdin 1

51 Manāfiʿ /Manāhij (Te)?
Manāhij al-T

̇
ālibīn fī Ma āʿrif al-S

̇
ādiqīn (1377) by

Aʿlī b. al-H
̇
usayn Aʿlā al-Qazwīnī al-Hilālī?

2 Storey I 85, FTK, Persian

52 Mas
̇
ābīh
̇

Mas
̇
ābīh

̇
al-Sunna by H

̇
usayn b. Masʿūd al-Baghawī 8

GAI SI 620, E-24, S-56,

Persian or Arabic

53 Masāʼil al-Rāzī (To)
Masā’il al-Khamsūn fī Us

̇
ūl al-Kalām by Fakhr al-

Dīn al-Rāzī (d. 1209)
1 GAL I 507

54 Mashāriq
Mashāriq al-Anwār al-Nabawiyya by Rad

̇
ī al-Dīn al-

H
̇
asan al-S

̇
aghānī (d. 1252)

12

GAL I 361, GAL SI 613,

Ahmad 1968, p. 48-49, 292,

E-21, S-57

55 Mishkāt/Mashkūt? (To)
Mishkāt al-Mas

̇
ābīh

̇
(737/1337) by Walī al-Dīn

Muh
̇
ammad al-Khat

̇
īb al-Tabrīzī

5
GAL I 364, GAL II 195,

Persian or Arabic

56 Mud
̇
marāt

Jāmiʿal-Mud
̇
marāt wa al-Mushkilāt (1397) by Yūsuf

b. Uʿmar al-S
̇
ūfī al-Kādūrī (d. 1429)?

4
GAL I 175, E-62?, S-105?,

FTK, Persian

57 Mughnī

al-Mughnī fī Abwāb al-Tawh
̇
īd wa al-Aʿdl by Abū al-

H
̇
asan Aʿbd al-Jabbār al-Hamadānī (d. 1024-5)? Also

see No. 101

2 Ghaneabassiri 2008

58 Muh
̇
īt
̇

al-Muh
̇
īt
̇
al-Burhānī by Burhān al-Dīn Abī al-Ma āʿlī

Mah
̇
mūd S

̇
adr al-Sharī aʿ b. Māza al-Bukhārī

4 GAL I 375, GAL SI 642

59 Multaqat
̇
al-Nās

̇
irī

Multaqat
̇
fī al-Fatāwā al-H

̇
anafīyya by Nās

̇
ir al-Dīn

Abū al-Qāsim Muh
̇
ammad b. Yūsuf al-Samarqandī

1 GAL I 381, S-120, FTK

60 Muttafiq
Kitāb al-Muttafiq wa al-Muftariq by Abū Bakr

Ah
̇
mad Khat

̇
īb al-Baghdādī (d. 1071)?

1 GAL SI 564, E-59

61 Nāfiʿ
Fiqh al-Nāfiʿby Nas

̇
īr al-Dīn Abū al-Qāsim

Muh
̇
ammad b. Yūsuf al-Samarqandī?

1 GAL I 381
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62 Nasafiyya
al-Aʿqā’id by Najm al-Dīn Abū H

̇
afs Uʿmar b.

Muh
̇
ammad al-Nasafī (d. 1142)?

1
GAL I 427, GAL SI 758,

E-53?, S-145

63 Nās
̇
irī (To) See No. 59 1 Arabic and Persian

64 Nawādir (To)/Nawāzil (Te)

Nawāzil min Fatāwā by Abū al-Layth Nas
̇
r b.

Muh
̇
ammad al-Samarqandī (d. 983) or Nawādir al-

Fatāwā or Nawādir al-Hishām?

1
GAL I 196, S-124-126,

FTK

65 Nikāt (Arabic ― Persian dictionary?) 1

66 Qis
̇
as
̇
Bukhārī 1 Persian

67 Qis
̇
as
̇
Maslūba (To) 1 Persian

68 Qushayriyya
al-Risāla al-Qushayriyya by Abū al-Qāsim al-

Qushayrī (d. 1074)
1

69 Rawd
̇
a 3

70
Rawd

̇
at al- Uʿlamā (To)/Darajat al- Uʿlamā

(Te)

Rawd
̇
at al- Uʿlamā wa Nuzhat al-Fud

̇
alā’ by Abū al-

H
̇
asan Aʿlī b. Yah

̇
yā al-Zandawaysī al-Bukhārī (d.

922)?

1 GAL SI 361, S-23

71 Rawd
̇
at al-Zand Same to No. 69? 1

72 Risāla Aʿbharī (To)/ Aʿharī (Te) 1 Persian

73 Risāla of D
̇
iyā al-Dīn Baranī Scholar during the Tughluq period 1 S-61, Persian

74 Risala Ih
̇
tisāb 1 Persian

75 Risāla Khwāja Gurg
work by Khwāja Gurg or Karak (Suhrawardi sufi in

Karah, d. 1309)
1 Persian

76 S
̇
ah
̇
īh
̇
Bukhārī S

̇
ah
̇
īh
̇
Bukhārī by Muh

̇
ammad al-Bukhārī 1

77 S
̇
ah
̇
īh
̇
Muslim S

̇
ah
̇
īh
̇
Muslim by Muslim b. H

̇
ajjāj 1 Persian

78 Sharaf al-Nubuwwa
Sharaf al-Nubuwwa by Abū Sa dʿ Aʿbd al-Malik b.

Muh
̇
ammad al-Khargūshī al-Naysābūrī (d. 1015-6)?

12
Storey I 175, Persian or

Arabic

79 Sharh
̇
al- Aʿqīda of Sa dʿ al-Dīn

work related to Sa dʿ al-Dīn Muh
̇
ammad al-H

̇
ammūya

(d. 1252-3)?
1

80 (al-Kāfī) Sharh
̇
al-Bazdawī

al-Kāfī Sharh
̇
al-Bazdawī by H

̇
usām al-Dīn H

̇
usayn

al-Saghnaqī (d. 1311-2)? Aslo see No. 29
3 S-107?, FTK

81 Sharh
̇
al-Farāʼid al-Sirājīya

commentary on al-Farā’id al-Sirājīya by Sirāj al-Dīn

al-Sajāwandī (d. 1203), see No. 91
1 GAL I 379, FTK?

82 Sharh
̇
al-H
̇
āfiz
̇
iyya

commentary on al-Aʿqīdat al-H
̇
āfiz

̇
iyya by H

̇
āfiz
̇
al-

Dīn Abū al-Barakāt Aʿbd Allāh al-Nasafī (d. 1310)?

See No. 21

2

83 Sharh
̇
(Shurūh

̇
) al-Hidāya by Qād

̇
ī H
̇
amīd al-Dīn Dihlawī (d. 1362)? 4 Ahmad 1968, pp. 312-313

84 Sharh
̇
al-Khas

̇
s
̇
āf (To)

Kitāb Sharh
̇
Adab al-Qād

̇
ī by H

̇
usām al-Dīn Uʿmar b.

Aʿbd al- Aʿzīz b. Māza? al-Bukhārī? Also see No. 37
2

85 Sharh
̇
al-Lāmiya commentary on No. 46 2 S-155, Persian or Arabic

86 Sharh
̇
Sulamī

work related to Muh
̇
ammad b. al-H

̇
usayn al-Sulamī

al-Naysābūrī (d. 1021) or Kitāb al-Tamhīd fī Bayān

al-Tawh
̇
īd by Abū Shakūr Muh

̇
ammad al-Sālimī?

Also see No. 109

1 Persian

87 Sharh
̇
Sunan 1 Persian

88 Sharh
̇
al-T
̇
ah
̇
āwī

work related to Abū Jaʿfar Ah
̇
mad b. Muh

̇
ammad

al-T
̇
ah
̇
āwī (d. 933)?

1

89
Sharh

̇
al-Ta āʿrif (To)/Sharh

̇
al-Ta aʿrruf

(Te)

commentary on Kitāb al-Ta aʿrruf li-Madhhab Ahl

al-Tas
̇
awwuf by Abū Bakr b. Abī Ish

̇
āq Muh

̇
ammad

al-Kalābādhī (10c)?

1 E-68

90 Shar aʿt al-Islām
Sharā iʿ al-Islām by Najm al-Dīn Jaʿfar b. H

̇
asan al-

H
̇
illī (d. 1326)?

2 GAL SI 514

91 Sirājiyya
al-Farā’id al-Sirājiyya by Sirāj al-Dīn al-Sajāwandī,

Also see No. 81
1 GAL I 378

92 Siyar al-Kabīra (To)/al-Kabīr (Te)
Siyar al-Kabīr by Muh

̇
ammad b. al-H

̇
asan al-

Shaybānī ?
1

GAL I 172, GAL SI 291,

FTK

93 Sunan 2

94 Tadhkirat al-Awliyā
Tadhkirat al-Awliyā by Farīd al-Dīn Aʿt

̇
t
̇
ār (d. ca.

1230)?
1 Persian

95 Tafsīr of Abū al-Qāsim 1 Persian

96 Tafsīr Aʿrūs (To)/Aʿrāʼis (Te) 1 Persian
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97
Tafsīr al-Bas

̇
āʼir (To)/Tafsīr al-Baydāwī

(Te)

Tafsīr al-Bas
̇
ā’ir al-Yamīnī by Mu īʿn al-Dīn

Muh
̇
ammad b. Mah

̇
mūd al-Naysābūrī (d. 1153) or

Anwār al-Tanzīl wa al-Asrār al-Ta wʿīl by Nās
̇
ir al-

Dīn Aʿbd Allāh Uʿmar b. Muh
̇
ammad al-Baydāwī (d.

1286?)

1
Zadeh 2012, pp. 564-572,

E-6, S-167

98 Tafsīr al-Bukhārī 1

99 Tafsīr of D
̇
iyā al-Dīn Sunāmī (14c) (Scholar during the Khalji/Tughluq period) 2 Persian

100 Tafsīr al-Kashshāf commentary of No. 35? 1

101 Tafsīr Mughnī (of Shaykh al-Shuyūkh)
Tafsīr-i Mughnī by D

̇
iyā al-Dīn Nakhshabī (d. 1350)

or commentary of No. 56?
2 Zadeh 2012, p. 572

102 Tafsīr of (Imām) Najm al-Dīn
work by Najm al-Dīn Abū H

̇
afs Uʿmar b. Muh

̇
ammad

al-Nasafī?
1 Persian

103 Tafsīr al-Sulamī

work related to Muh
̇
ammad b. al-H

̇
usayn al-Sulamī

al-Naysābūrī or Kitāb al-Tamhīd fī Bayān al-

Tawh
̇
īd by Abū Shakūr Muh

̇
ammad al-Sālimī? Also

see No. 109

1 Persian

104 T
̇
ah
̇
āwī

work by Abū Jaʿfar Ah
̇
mad b. Muh

̇
ammad al-T

̇
ah
̇
āwī

(d. 933)?
1

105 Tahdhīb al-Kāmil 1 Persian

106 Tāj

Tāj al-Aʿrūs wa Qamʿal-Nufūs by Tāj al-Dīn Ah
̇
mad

Ibn Aʿt
̇
ā Allāh (d. 1309) or Tāj al-Tarājim fī Tafsīr

li-al-A āʿjim by ʿImād al-Dīn Abū al-Muz
̇
affar

Shāhfūr al-Isfarāʼinī (d. 1079)? Also see No. 107

1
GAL II 118, Zadeh 2012, p.

332

107 Tāj al-Asʼāmī See No. 106 2 S-174

108 Tajnīs 1 FTK?

109 Tamhīd (al-Sulamī)
Kitāb al-Tamhīd fī Bayān al-Tawh

̇
īd by Abū Shakūr

Muh
̇
ammad al-Sālimī (11c) Also see No. 103

3
GAL I 419, GAL SI 744,

E-55, S-158, FTK

110 Tanbīh al-Qīnān (To)/al-Fatabān? (Te) 1 Persian

111
Tārīkh (al-Mustabshir) of Abū al-Qāsim

b. Muh
̇
ammad al-S

̇
iddīq

2

112 Tashrīh
̇

See No. 113 10 Persian or Arabic

113 Tashrīh
̇
of al-Imām Fakhr al-Dīn al-Rāzī 2 S-164?

114 Tātār-khāniyya
Fatāwā al-Tātār-khāniyya by Farīd al-Dīn Āʿlim b.

al- Aʿlī al-Indarpatī (d. 1384-5)
3 Ahmad 1968, p. 315

115 Wāqidī (To)/Qudūrī (Te)
work by Muh

̇
ammad b. Uʿmar al-Wāqidī (d. 747) or

Abū al-H
̇
usayn Muh

̇
ammad al-Qudūrī (1037)?

1 Persian

114 Wiqāya
Wiqāya al-Riwāya bi-Masā’il al-Hidāya by Burhān

al-Dīn Uʿbayd Allāh b. Mah
̇
mūd al-Mah

̇
būbī (13c)

1 GAL SI 646

117 Yanābīʿ

al-Yanābiʿ fī Maʿrifat al-Us
̇
ūl wa al-Tafāriʿ(1323) by

Rashīd al-Dīn Muh
̇
ammad b. Ramadān al-Rūmī

al-Shiblī?

1 GAL I 175, FTK, Persian

118 Zād al-Arwāh
̇

1

119 Zād al-Fuqahā
Zād al-Fuqahā fī Sharh al-Qudūrī by Abū al-Ma āʿlī

Bahā al-Dīn Muh
̇
ammad al-Isbījābī (d. 1194-5)?

1 S-143

120 Zāhidī

Latā'if al-Tafsīr by Abū Nas
̇
r Ah
̇
mad b. al-H

̇
asan

Sulaymanī al-Zāhidī (d. ca. 1125) or work by

Mukhtār b. Mah
̇
mūd al-Zāhidī al-Ghazmīnī (d.

1260)? Also see No. 121

5

GAI I 382, Zadeh 2012, pp.

571-572, Wheeler 2003 p.

194, E-5 or E-109, S-170,

Persian or Arabic

121 Zāhidiyya See No. 120 3

略号で示されている文献の詳細は以下の通りである。

E : Appendix A. In: Ernst, C. W. Eternal Garden (2nd ed.). New Delhī: Oxford University Press, 2004, pp. 251-263.
FTK : Farīd al-Dīn ʻĀlim. Fatāwā-yi fīrūz shāhī 20 vols.. (ed.) Shabīr Ah

̇
mad al-Qāsimī. Deoband: Maktabat al-

Zakarīyā, 2014, vol. VII, pp. 281-400.
GAL : Brockelmann, C. Geschichte der arabischen Litteratur. Brill, 1937-1949.
S : Appendix E. In: Steinfels, A. M.Knowledge before Action. Columbia: University of South Carolina Press, 2012, pp.

181-190.

Storey : Storey, C. A. Persian Literature: A Bio-bibliographical Survey. London: Luzac, 1970-.



Shamāʼil al-Atqiyāの参照文献と位置付けた上で，デリー・サルタナト時代に用いられてい

たアラビア語・ペルシア語の宗教，神秘主義文献 (religious and mystical literature) の最も

網羅的な列挙と評価している［Ernst 2004: 75-76, 251］。一方，スタインフェルズ (A.

Steinfels) によるリスト (略号 S，S リスト) には，14 世紀後半のスーフィー，ジャラー

ルッディーン・ブハーリー (Jalāl al-Dīn H
̇
usayn b. Ah

̇
mad al-Bukhārī, d. 1384) の語録や伝

記 6点の中で言及されている作品 201 タイトルが含まれている14)［Steinfels 2012: 181-190］。

ジャラールッディーン・ブハーリーは，トゥグルク朝のスルタン・フィールーズシャー時代

に活動した，ウッチュ (現パキスタン) 出身のスーフィーである。彼の祖父はムルターンの

スフラワルディー派のバハーウッディーン・ザカリーヤー (Bahāʼ al-Dīn Zakarīyāʼ, d. 1262)

の弟子であり，彼の家系は代々バハーウッディーンの子孫に弟子入りしている。また，ジャ

ラールッディーンは 1341-2 年頃から 1348 年までアラビア半島に滞在し，アブドゥッラー・

ヤーフィイー (ʿAbd Allāh Yāfi īʿ, d. 1367) などの高名な学者からハディース学や神学を学ん

だ。ジャラールッディーンの学識は，北インドに加えてアラビア半島においても培われたも

のであり，彼は当時最先端のイスラーム諸学を身につけた人物とみなせる。スタインフェル

ズは，ジャラールッディーンはハディース学を中心にイスラーム諸学を幅広く修め，スー

フィズムだけではなくハディースや法学，神学の標準的な (standard) 文献を用いて教えを

説いたと論じている［Steinfels 2012: 64-70］。

E リストと S リストは両方ともスーフィーとされた人物が参照した文献に基づくため，

スーフィズム文献への偏りが想定される。ただし，ハディース学や法学にも重きを置いた

ジャラールッディーン・ブハーリーの参照文献に基づく S リストは，イスラーム諸学に関

する文献をよりバランスよく含んでいると予測される。また，ルクヌッディーンはスー

フィーの弟子ではあるが専門的な学者とは言いがたく，一方でジャラールッディーン・ブ

ハーリーは同時代の南アジアの中では突出した知識人の一人と言える。このような違いはあ

るが，これらのリストは両方とも，同時代の南アジアにおけるイスラーム諸学の標準的な文

献を含むと評価されている。Eリストは 14 世紀前半，Sリストは 14 世紀後半の南アジアで

参照されていたアラビア語・ペルシア語の学術的な文献をある程度体系的にカバーしたリス

トとみなしてよいだろう。これらのリストと『サイイドたちの美徳』に見られる参照作品を

比較して，14 世紀から 15 世紀にかけての南アジアにおける学術伝統の様相や，その中にお

ける『サイイドたちの美徳』の位置付けの分析の助けとしたい。さらに表 2 では，フィー

ルーズ・シャー・トゥグルク時代に編纂された『タータール・ハーンのファトワー集』

(Fatāwā al-Tātār-khāniyya，略号 FTK) の不信仰 (kufr) の章に見られる作品名との重複

結果も示した。なお，表 2 にまとめた作品名の比定は，いくつかの例外を除けば，『サイイ

ドたちの美徳』テクスト中にみられる呼称や作者名に基づくものであり，『サイイドたちの

14) これらの語録については，［Steinfels 2012: 165-168］を参照されたい。
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美徳』に引用されている文章そのものが作品中にあることを確認しているわけではない。そ

のような作業は今後の課題である。また，引用部分が後世に付け加えられた可能性もあるが，

今回の比定においては 1440 年代までに成立した作品を対象とした15)。

最も頻繁に言及されている作品はKashshāf (15 回，No. 36)16) である。これはザマフシャ

リー (Abū al-Qāsim Mah
̇
mūd b. Uʿmar al-Zamakhsharī, d. 1144) のタフスィール al-

Kashshāf ʻan H
̇
aqāʼiq al-Tanzīlと推察される。次に多く登場するのは，Mashāriq (12 回，

No. 54) や Sharaf al-Nubuwwa (11 回，No. 78) である。前者はインドのハディース学最初

期の成果とされるサガーニー (Rad
̇
ī al-Dīn al-H

̇
asan al-Saghānī, d. 1252) の Mashāriq

al-Anwār al-Nabawiyyaであろう。後者の名称で呼ばれうる作品は複数あるが，参照されて

いるのは，類似の作品の中では最もよく知られたハルグーシー (Abū Sa dʿ ʿAbd al-Malik b.

Muh
̇
ammad al-Khargūshī al-Naysābūrī, d. 1015-6) によるものか，ラーワンディー

(Mah
̇
mūd b. Muh

̇
ammad al-Rāwandī) によるそのペルシア語訳 (12 世紀末〜13 世紀初頭成

立) である可能性が高い［Arberry: EI2: al-Khargūshī; Storey 1970-: I, 175-176］。その他，

頻繁に言及されている文献のうち高い蓋然性で推測できるのは，バガウィー (H
̇
usayn b.

Mas ūʿd al-Baghawī, d. 1117 or 1122) によるハディース集 Mas
̇
ābīh

̇
al-Sunna (Mas

̇
ābīh
̇
，8

回，No. 52)，タブリーズィー (Shams al-Dīn Muh
̇
ammad al-Tabrīzī, d. 1336) による

Mas
̇
ābīh

̇
al-Sunna注釈 Mishkāt al-Mas

̇
ābīh

̇
(Mishkāt，8 回，No. 55)，アブルバラカート・

ナサフィー (H
̇
āfiz
̇
al-Dīn Abū al-Barakāt al-Nasafī, d. 1310) のタフスィール Madārik

al-Tanzīl (Madārik，8 回，No. 49)，サグナーキー (H
̇
usām al-Dīn H

̇
usayn al-Saghnāqī, d.

1311-2) の Kāfī Sharh
̇

al-Bazdawī (Sharh
̇
al-Bazdawī，3 回，No. 80) である。Durar (8

回，No. 11) については，ハナフィー派の法学者クーナウィー (Shams al-Dīn Muh
̇
ammad

al-Qūnawī, d. 1386) の Durar al-Bih
̇
ārかもしれない17)。また，ラーズィー (Fakhr al-Dīn

al-Rāzī, d. 1209)18) の名前も見られるが，最も多く登場する Tashrīh
̇
(10 回，No. 112; 2 回，

No. 113) がどの作品を指しているのかは特定できていない。これらの作品のうち，

Kashshāf，Mashāriq，Mas
̇
ābīh
̇
は E リストと S リスト両方に名前がある。また，Madārik

15) 写本間で作品の呼称が多少異なっている場合もあるが，本稿では原則としてトーンク写本の表

記に基づいて集計した。作品の呼称の表記の違いの区別は表に記している。

16) 以下，作品名に言及する際のNo. 〇という表記は本稿添付の表 2の番号を示す。また，『サイイ

ドたちの美徳』内での呼称は通常書体で表記し，呼称が単語一語である場合はアラビア語の冠詞

al-は省略した。

17) これらの作品と同程度の回数言及されている Zāhidī (No. 120) という文献については，可能性

が高い候補が決定できていない。Abū Nas
̇
r Ah
̇
mad b. al-H

̇
asan Sulaymanī al-Zāhidī (d. ca. 1125)，

あるいはMukhtār b. Mah
̇
mūd al-Zāhidī al-Ghazmīnī (d. 1260) の作品かもしれない。Zāhidīとい

う文献はEリストと Sリストにも見られる。

18) 本文中に Fakhr al-Dīn al-Rāzīという名前が明示されているので，医師・哲学者の Abū Bakr

al-Rāzīである可能性はひとまず排除した［Te: 17a; To: 22, 26, 29, 36］。ただし，テヘラン写本は

ラーズィーではなくFakhr al-Dīn al-Hānsawīという人物の存在も示唆する［Te: 21a］。
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と (al-Kāfī) Sharh
̇
al-Bazdawī は S リストにも含まれている19)。一方，作者が高い蓋然

性で比定できる作品の中でどちらにも見られないのは Mishkāt，Sharaf al-Nubuwwa で

ある。

一般に，南アジアにおいて優勢であった神学派，法学派はそれぞれマートゥリーディー派，

ハナフィー派とされる。本作において引用されている神学や法学の文献からも，その傾向を

読み取ることができる。マートゥリーディー派については，ナジュムッディーン・ナサ

フィー (Najm al-Dīn Abū H
̇
afs Uʿmar b. Muh

̇
ammad al-Nasafī, d. 1142) の作品と見られる

Nasafiyya (al-ʻAqāʼid, No. 62)，サーリミー (Abū Shakūr Muh
̇
ammad al-Sālimī, 11c) の

Tamhīd (Kitāb al-Tamhīd fī Bayān al-Tawh
̇
īd, No. 109)，そして，アブルバラカート・ナ

サフィーの作品と見られる H
̇
āfiz
̇
iyya (al-ʻAqīdat al-H

̇
āfiz

̇
iyya (al-ʻUmdat fī al-ʻAqāʼid),

No. 21) や Kanz al-Daqāʼiq (Kanz al-Daqāʼiq, No. 31)，Madārik (Madārik al-Tanzīl wa

H
̇
aqāʼiq al-Taʼwīl, No. 49) が登場している20)。Nasafiyya と Tamhīd という名称は，フィー

ルーズ・シャー・トゥグルク時代の文化・学術について記した Sīrat-i Fīrūz Shāhīの中でイ

スラーム神学の基本書として挙げられている。Tamhīd は新規改宗者への教義の説明に用い

られていたという［SF: 122, 136, 144, 146]21)。これらの書籍は Sリストにも同じ呼称で登場

している22)。これら 2 作品は，デリー・サルタナト初期から 15 世紀まで，北インドを中心

とした地域におけるイスラーム神学の主要な参照書であったとみなしてよいであろう。Eリ

ストと Sリストの中にはアブルバラカート・ナサフィーの作品も含まれており，14-15 世紀

の南アジアにおけるマートゥリーディー派の伝統の強さが窺える。

ハナフィー派については，シャイバーニー (Muh
̇
ammad b. al-H

̇
asan al-Shaybānī, d. 805)

の Siyar al-Kabīr (No. 92) と Jāmiʻ al-S
̇
aghīr (No. 26)，マルワズィー (Abū al-Fad

̇
l

Muh
̇
ammad b. Muh

̇
ammad al-Sulamī al-Marwazī, al-H

̇
akīm al-Shahīd, d. 945) の al-Kāfī

(No, 29)，アブルライス・サマルカンディー (Abū al-Layth Nas
̇
r b. Muh

̇
ammad al-

Samarqandī, d. 983) の Khizānat al-Fiqh (No. 38)，カーディーハーン (H
̇
asan b. Mans

̇
ūr

19) ただし，S リストは al-Kāfī という書名について，Sharh
̇

al-Bazdawī と，後出するマルワ

ズィー作の al-Kāfīのどちらかであろうという推察をしている。従って，S リストの al-Kāfīが

Sharh
̇
al-Bazdawīではない可能性もある［Steinfels 2012: 186］。

20) マートゥリーディー派については，［Brodersen 2020］を参照した。

21) チシュティー派のスーフィー，ニザームッディーンは，師匠のファリードッディーンから

Tamhīd を教える免状を受け取ったとされる［SA: 117］。なお，『サイイドたちの美徳』内で

Tamhīd に言及されている箇所のうち，ヤズィードに対する呪詛をめぐる議論［Te: 49b-50a; To:

118］は［Tamhīd: 317］の記述と，タルハとズバイルに関する議論［Te: 46a; To: 105］は

［Tamhīd: 315］の記述と対応すると推察される。また，信徒たちの序列に関する記述［Te: 20a;

To: 37-38］と類似の記述が［Tamhīd: 311］に見られるが，論旨が完全に一致しているわけでは

ない。

22) E リスト (E-55)，S リスト (S-158) において，Tamhīd は同じ呼称で登場する。また，E リ

ストには Nasafīの al-ʻAqīdaと呼ばれる作品 (E-47, E-53) が見られるが，アーンストはこの作

品をアブルバラカート・ナサフィーによるものと解釈している［Ernst 2004: 255］。
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al-Farghānī Qād
̇
īkhān, d. 1196) の Fatāwā Qād

̇
īkhān (Khāniyya, No. 16)，マルギーナー

ニー (Burhān al-Dīn ʿAlī b. Abū Bakr al-Marghīnānī, d. 1197) の Hidāyat al-Burhāniyya

(Hidāya, No. 22)，サジャーワンディー (Sirāj al-Dīn al-Sajāwandī, d. 1203) の al-Farāʼid

al-Sirājīya (Sirājīya, No. 91) など，参照されている法学書の多くがハナフィー派のもので

ある23)。また，初期のハナフィー派法学者とされるクドゥーリー (Abū al-H
̇
usayn/

al-H
̇
asan Ah

̇
mad b. Muh

̇
ammad al-Qudūrī, d. 1037) の作品の注釈と見られる文献

(Mud
̇
marāt24), No. 56; Yanābi ,ʿ No. 117; Zād al-Fuqahā No. 119) が複数言及されている点や25)，

ナスィールッディーン・サマルカンディー (Nas
̇
īr al-Dīn Abū al-Qāsim Muh

̇
ammad b.

Yūsuf al-Samarqandī, d. 1161) やブルハーヌッディーン・イブン・マーザ (Burhān al-Dīn

Mah
̇
mūd b. Muh

̇
ammad al-Bukhārī Ibn Māza, d. 1174) の作品と見られる文献が複数言及さ

れている点が目を引く (Dhakhīra, No. 10; Jāmiʿ al-Fatāwā, No. 24; Muh
̇
īt, No. 58; Multaqat

̇
al-Nās

̇
irī, No. 59; Nāfi ,ʿ No. 61)。これらのうち，Eリストと S リストの両方に含まれている

作品はDhakhīra (No. 10)，Khizānat al-Fiqh (No. 38) である。

南アジアにおける学術史の文脈で注目されるのは，『タータール・ハーンのファトワー集』

(al-Tātār-khāniyya26), No. 114) の利用である。作品名が登場する回数は 3 回とそれほど多

くないが，法学関係の議論でそれ以外の文献名が挙げられている部分が，実際には『ター

タール・ハーンのファトワー集』からの孫引きという可能性がある27)。また，『ターター

ル・ハーンのファトワー集』だけではなく，ハディース学者としても知られたジャラールッ

23) ハディース学や神学の著作が頻繁に言及されているバガウィーやラーズィー (No. 9, No. 49, No.

53, No. 112, No. 113) は，法学派においてはシャーフィイー派とされる。

24) 表 2 では，この文献をカードゥーリー (Yūsuf b. Uʿmar al-S
̇
ūfī al-Kādūrī, d. 1429) による Jāmiʿ

al-Mud
̇
marāt wa al-Mushkilāt (1397 年成立) に比定した。なお，E リスト (E-62) と S リスト

(S-105) にはMud
̇
marāt と同じ語形のMud

̇
ammarāt という作品名が見えるが，年代から考える

とカードゥーリーの作品とは別のものと考えるのが自然である。ただし，S リストは，カー

ドゥーリーの作品のタイトルと極めて近い Jāmiʿ al-Mud
̇
ammarāt という名称も挙げている。従っ

て，S リストの元になった文献がジャラールッディーン・ブハーリーの死後の書き足しを含む，

あるいは彼の死後に成立した可能性もある。同名で呼ばれうる他作品の存在は確認できていない。

25) クドゥーリーの著作への注釈については［Wheelar 2003］を参照。

26) 写本での表記には，al-Tātār al-Khāniyya［Te: 18b, 27b］，al-Tātār-khāniyya［To: 55, 67］，

al-Tātār-khānī［Te: 31b］，al-Tātār al-Khānī［To: 34］など揺れがある。

27) 京都大学人文科学研究所の中西竜也氏のご教示による。孫引きの可能性が指摘されているのは，

『サイイドたちの美徳』第 6 章に見える，婚姻における釣り合い (kafw) についての議論の箇所

である［Te: 31b-33a; To: 66-69］。被征服民の間の釣り合いにおいて血筋ではなく宗教を重んじ

るという議論でKāfīの名が登場しているが，その内容は少なくとも al-Kāfīの釣り合いの部分に

は見られないという (al-Kāfī Sharh
̇
al-Bazdawīには釣り合いを論じる項目はないため，未確認

である)。一方，『タータール・ハーンのファトワー集』の中では，al-Kāfīを典拠とするような

形で同様の内容が論じられている［FTK: IV, 132］。なお，サラフスィー (Shams al-Dīn

Muh
̇
ammad al-Sarakhsī, d. 1090) による al-Kāfīの注釈 Kitāb al-Mabsūt

̇
の釣り合いに関する項

目には，被征服民の間の釣り合いに関する同様の議論が見られるというが，『サイイドたちの美

徳』の中には Kitāb al-Mabsūt
̇
への言及はない。
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ディーン・ブハーリーの語録とみられる作品 (Fawāʼid Jalāliyya, No. 19; Khizānat al-

Jalāliyya, No. 39)28) や，トゥグルク朝期の文人バラニー (D
̇
iyā al-Dīn Baranī, d. after 1358)

のリサーラ (Risāla, No. 73)29)，など，トゥグルク朝期の作品の利用が目立つ。それ以外で

は，ハルジー朝期の学者スナーミー (D
̇
iyā al-Dīn Sunāmī, 14c) のクルアーン注釈 (Tafsīr,

No. 99) がある［Hadi 1995: 640］。

スーフィズムの面では，スフララルディー派の名祖シハーブッディーン (Shihāb al-Dīn

Abū H
̇
afs Uʿmar al-Suhrawardī, d. 1234) の I lʿām al-Hudā wa ʻAqīda Arbāb al-Tuqāʼ と見ら

れる文献 (I lʿām al-Hudā, No. 23) への言及が見られる。また，北インドのカラで活動した

スフラワルディー派のスーフィー，ホージャ・グルグ (Khwāja Gurg or Karak, d. 1309) の

著作 (Risāla, No. 75) が利用されている［Digby 1994; Digby 2004: 314-318］。2 作品が言及

されているジャラールッディーン・ブハーリーもスフラワルディー派に連なるスーフィーで

ある。ダウラターバーディーの師匠マウラーナー・ホージャギーはチシュティー派のスー

フィーでもあり，ダウラターバーディーがスーフィズム関連の書籍を参照するのは不自然で

はないが，チシュティー派ではなく，スフラワルディー派のスーフィーの著作が多く参照さ

れている点は興味深い。Iʻlām al-HudāはEリストと Sリストにも見られるので，学術分野

やスーフィズムの派を超えてよく読まれていたものと考えるべきかもしれない30)。しかし，

現時点ではこの点をさらに分析する材料は乏しい。

『サイイドたちの美徳』の中で言及されている 121 作品のうち，Eリストと共通する文献

は 18 点，S リストと共通する文献は 36 点31)，『タータール・ハーンのファトワー集』と共

通する文献は 20 点である。表 3において，それぞれのリストとの重なりを整理したところ，

いずれかと重なるものは 51 作品となった。E リスト，S リスト，『タータール・ハーンの

ファトワー集』全てと共通して登場する文献はDakhīra，Jāmiʿal-S
̇
aghīr，Khizānat al-Fiqh，

Tamhīd であり32)，Tamhīd は神学，他は全て法学分野の文献と考えられる。また，E リス

トと Sリストと共通している文献 Kashshāf，Mashāriq，Mas
̇
ābīh
̇
はハディース学分野の文

28) これらの作品は，S リストの元にもなっている Khizānat al-Fawāʼid al-Jalāliyya あるいは

Khizāna-yi Jawāhir-i Jalāliyyaであると推察される［Steinfels 2012: 181］。

29) S リストにもバラニーのリサーラが含まれる (S-61)。ただし，これらのリサーラの内容につい

ては確認していない。

30) 韻文作品である Lāmiya (No. 46) も Eリスト (E-52)，S リスト (S-153) 両方に含まれている。

ただし，この呼称で呼ばれうる作品は多く，『サイイドたちの美徳』で引用されているものは特定

できていない。また，他のリストに含まれている同名の作品が全て同じものと断定することもで

きない。ダウラターバーディーが参照している Lāmiya は，師匠の一人であるアブドゥルムクタ

ディル (Qād
̇
ī ʿAbd al-Muqtadir al-Kindī al-Dihlawī, d. 1388) が著した Qas

̇
īda al-Lāmiyaかもし

れない［Ahmad 1968: 240, 479］。

31) 注 18) で指摘した通り，Sリストは al-Kāfīと Sharh
̇
al-Bazdawīを区別していないので，合わ

せて 1作品として数えた。

32) Mud
̇
marāt も全てのリスト・作品に見られるが，注 24) で指摘した問題があるためここでは外

した。
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表 3 『サイイドたちの美徳』内で言及されている文献と先行リスト類との重複

『サイイドたちの美徳』内での呼称 E S FTK 登場数

10 Dhakhīra (1174) E-61 S-68 ○ 4

26 Jāmiʿ al-S
̇
aghīr (805) E-65 S-106 ○ 1

38 Khizānat al-Fiqh (983) E-66 S-110 ○ 1

109 Tamhīd (11c) E-55 S-158 ○ 3

23 Iʿ lām al-Hudā (1234) E-4 S-160 2

31 Kanz al-Daqāʼiq (1310) E-60 S-108 1

36 Kashshāf (1144) E-143 S-160 13

46 al-Lāmiya (12c/1388) E-52 S-153 1

52 Mas
̇
ābīh
̇
(1117 or 1122) E-24 S-56 8

54 Mashāriq (1252) E-21 S-57 12

62 Nasafiyya (1142) E-53? S-145 1

97 Tafsīr al-Basāʼir (1153/1286) E-6 S-167 1

120 Zāhidī (1125/1260) E-5 S-170 5

15 Fatāwā al-kubrā (1141) E-73 1

21 H
̇
āfiz
̇
iyya (1310) E-47 1

60 Muttafiq 1071) E-59 1

89 Sharh
̇
al-Taʿ ārif/al-Taʿ arruf E-68 1

19 Fawāʼid Jalālīyya (1384) ● 2

39 Khizānat al-Jalālīyya (1384) ● 3

1 (Fatāwā) al- Aʿttābiyya (1190) S-71 ○ 2

16 Fatāwā Qād
̇
īkhān (1196) S-88 ○ 2

18 Fatāwā al-Z
̇
ahriyya (1203/1222) S-96 ○ 3

22 Hidāya (1197) S-99 ○ 1

29 Kāfī S107? ○ 2

40 Khulās
̇
a (1148/1335) S-81 ○ 3

59 Multaqat
̇
al-Nās

̇
irī (1161) S-120 ○ 1

64 Nawādir (983) S-124-126 ○ 1

80 Sharh al-Bazdawī (1311-2) S-107? ○ 3

6 Arba īʿn S-23 1

8 Bustān (1277) S-9 1

17 Fatāwā al-S
̇
ughrā (1223) S-93 1

24 Jāmiʿ al-Fatāwā (1161) S-103 1

34 Kashf (998/1072)? S-109? 1

42 Khulās
̇
at al-Siyar (1294) S-54 1

43 Kifāyat Sha`bī S-185? 2

49 Madārik (1310) S-161 5

70 Rawd
̇
at al- Uʿlamā (922) S-23 1

73 Risāla, D
̇
iyā al-Dīn Baranī (14c) S-61 1

85 Sharh
̇
al-Lāmiya S-155 2

107 Tāj al-Asʼāmī (1079/1309)? S-174 2

113 Tashrīh
̇
, Fakhr al-Dīn al-Rāzī (1209) S-164? 10

119 Zād al-Fuqahā (1194-5) S-143 1

114 Tātār-khāniyya (1384-5) ● 3

25 Jāmiʿ al-Jawāmiʿ (1153) ○ 1

27 Jawāhir-i H
̇
asanī ○ 1

51 Manāfiʿ (1377) ○ 2

81 Sharh
̇
al-Farāʼid al-Sirājīyya ○ 1

92 Siyar al-Kabīra (805) ○ 1

108 Tajnīs ○ 1

117 Yanābī` (1323) ○ 1

文献の呼称の後に入っている数字は推定された作者の没年あるいは作品成立年である。黒丸は

当該のリストの元になった文献で，『サイイドたちの美徳』の中に言及が見られるものを示す。



献である33)。以上の文献は，南アジアの様々な分野の著作においてよく参照されていたもの

と位置づけられるだろう。また，先行リストと重複が見られる文献は複数回言及されること

が多い傾向が見られる。なお，登場数が多く，先行リストと重複がない作品のうち，Durar

(6 回，1386 年成立？)，Mishkāt (5 回，1337 年成立)，Sharh
̇
al-Hidāya (4 回，1362 年

成立) は 14 世紀中葉から後半に成立したものと推定できる。これらの作品が，先行リス

ト，特に 14 世紀半ばに成立したと見られる Eリストに見られない要因の一つは年代であろ

う。

以上をまとめると，『サイイドたちの美徳』は多様な文献を参照しているが，頻繁に言及

されている作品の多くは先行の作品や知識人も利用・参照しているものであり，大筋におい

ては 14 世紀までの北インドのムスリム社会における学術伝統にのっとっていたと言える。

一方，1つの作品でサイイドに関する事項を総合的に扱うというテーマ設定は，当時のペル

シア語作品の中では目新しいものであったと推察される。ダウラターバーディーが『サイイ

ドたちの美徳』を著した当時，預言者ムハンマドやその一族，すなわちシーア派のイマーム

やサイイドの美質や彼らへの崇敬を扱う作品のほとんどはアラビア語を用いて書かれてい

た34)。また，南アジアにおいては，トゥグルク朝期以前に『サイイドたちの美徳』のような

まとまった分量でサイイド崇敬を論じる作品が存在した形跡は管見の限り確認されていな

い35)。預言者ムハンマドに関する伝承の集成である Sharaf al-Nubuwwaの多用は，南アジ

ア外のムハンマドやサイイドへの崇敬に関する議論を取り入れようという姿勢の表れと見る

べきであろう。

お わ り に

『サイイドたちの美徳』の中で参照されている作品の分析から，マートゥリーディー派や

ハナフィー派への傾倒や，『タータール・ハーンのファトワー集』の利用など，トゥグルク

朝期までの学術伝統が地方王朝であるシャルキー朝でも受け継がれていたことが明らかと

なった。さらに，『サイイドたちの美徳』の中では，トゥグルク朝期までのデリー・サルタ

ナトは，サイイド崇敬・保護の面においても従うべき手本と位置付けられている。これは，

以下のようなスルタン・イルトゥトゥミシュの逸話が作品の最後に置かれていることからも

33) 表 3 から得られる見通しとして，ジャラールッディーン・ブハーリーの作品は，後世の学術伝

統の中で，スーフィズムよりもむしろハディース学や法学に関する議論の文脈において参照され

ている可能性がある。

34) ストーリーの 1巻において，預言者だけではなくその子孫，とくにその美質 (merit) を扱って

いるとされるペルシア語作品のうち，15 世紀までに書かれたものは 2作品である［Storey 1970-:

I, 182, 185-186］。サイイドの美質を扱った作品については，［Morimoto 2012: 23-24］も参照。

35) 『サイイドたちの美徳』の中では，トゥグルク朝期にはクルアーン注釈やファトワーの形でサイ

イド崇敬が論じられていたことが示唆されている［二宮 2023: 62-63］。
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窺うことができる36)。

スルタン・シャムスッディーン (イルトゥトゥミシュ) の治世の初めには，デリーには

サイイドがあまりいなかった。ある日，老齢の異教徒であるヨガ行者がやってきて37)，

スルタンに面会した。スルタンは彼を気に入り，近臣に加え，いつも彼にイスラーム

(への改宗) を勧めていた。ある日，異教徒は『ムハンマドは人間ですか，天使ですか』

と尋ねた。スルタンは「人間だ」と答えた。異教徒は「彼に子孫がいるのなら，跪拝さ

れ崇敬されているでしょうね」と言った。スルタンは「彼の息子たちは二房の編み髪を

持ち，サイイドと呼ばれている」と答えた。異教徒は嘆き，言った「王よ，我々の中で

玉座に座る者の息子と呼ばれる人々に対し，それはあまりに些細な区別です。もし彼ら

が我々の行列の前に現れたなら，我々は心苦しく恥じる気持ちになるでしょう。王よ，

自らが従う信仰を唱えた人物の子孫をこのように扱うなら，あなたには彼の代理権

(khilāfat) を主張することは禁じられ，相応しくありません。世界の避難所たる王よ，

王の子息がこのように軽んじられる町には非難すべきことが生じ，荒廃するでしょう。

……王よ，4つのお願いがあります。もしあなたがそれらを承認するなら，あなたの信

仰と代理権が正しくなり，できないなら忘恩と背教の方がましでしょう。彼らに対して

恩賞と褒賞を与えてください。彼らが生活の悩みから解放されるでしょう。次に，でき

るなら彼らを従者 (chākar) としてお抱えなさい。それによっても彼らが利益を得ら

れましょう。3つ目は，できるならウラマーたちに以下のようなファトワーを出すよう

に命じなさい。『ムハンマドには子孫はいない。もし自らをサイイドの生まれと称し，

人々にそう呼ばせる者がいたら，彼の血が喉に流れ込むことになる (=処刑される) だ

ろう』。4 つ目に，もしウラマーたちがこれを拒まず，このファトワーを嘘だと言わな

かったら，また，もしこれら 3 つのことがあなたにとって難しければ，彼ら (サイイ

ド) の権利を奪ったり，笑いものになったり呪詛や非難の的になることのないように，

あなたはかのお方の宗教を諦めて棄教しなさい」。誠に驚くべきことに，この異教徒は

彼らの粗末な取り扱いについて，より適切なことを知っていたのである。スルタンは彼

を抱きしめ，「このような聖者 (walī) が，なぜ不信者のままなのか。そして，私がこ

のような扱いをしていて，どうして (イスラームの) 信仰ができようか」と言った。そ

36) この逸話部分は，大意は変わらないものの，テヘラン写本とトーンク写本との間で細かなテキ

ストの差異が多く見られる。

37) トーンク写本・テヘラン写本共に，原文は「jūgī sar āmadah gabrī sāl khwurdah」である。拝

火教徒，あるいは異教徒の総称としても用いられる gabr は，聖者伝などに見られる逸話の中で

はしばしばスーフィーの奇跡によって改宗する存在として現れるが，アッタールの Tadhkirat

al-Awliyāʼにおいてはスーフィーに叡智を授ける存在として描かれているという［Neale 2009］。

『サイイドたちの美徳』に見られるこの逸話は，既存のペルシア語文学に見られる gabr のイメー

ジが組み合わさったものと言える。また，初出時のみ jūgīの語が見られる点については，異教徒

を指す際に，gabr という語より，インドの異教徒としてより身近な jūgīが選択されるようになっ

ていく過程を示すものかもしれない。
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の異教徒は直ちに信仰告白の言葉を唱え，イスラームに改宗し，真実に連なる者の一人

となった。また，この後，スルタン・シャムスッディーン・イルトゥトゥミシュは，サ

イイドたちの権利について確固とした信頼と誠実な考えを持ち，度々以下のように言っ

ていた。「終末の時，我々は知識あるシャイフからは救いを得られないだろう。終末の

日に有効なのは預言者の子孫たちである。使徒に背くことを受け入れる者は，どんな預

言者も救わず，どんな聖者も側に呼ばないだろう」。そして，特別な場合や公衆の前で，

サイイド・ムバーラク・ガズナヴィーを常に自身の左に座らせ，サイイド・クトゥブッ

ディーンを右に座らせていた38)［Te: 6b, 54a-b; To: 138-140］。

この逸話では，サイイド崇敬が良き信仰実践の一つであるということが，スルタンによる

サイイド保護の実施が異教徒の改宗の契機になる，という形で示されている。また，スルタ

ンはムハンマドの「代理」と位置付けられており，それ故ムハンマドの子孫たちに年金を与

えるといった優遇政策をとることが求められている。君主にとって，サイイド崇敬やサイイ

ド保護は自らの信仰を守るだけではなく，正しいムスリム君主としての姿勢を示すための方

法だと位置付けられていると言えよう。イルトゥトゥミシュ時代に実際にサイイド優遇制度

が存在したのかはさておき，作品のまとめと言える位置にこのような逸話を配置したダウラ

ターバーディーが，イルトゥトゥミシュのサイイド崇敬への姿勢を，支配者が手本にするべ

きものとみなしていることは明らかである。インド各地域へのスーフィーの移住の事例やそ

れらの地域での在地言語の発展を通して，14 世紀にデリー・サルタナトの地域化が進んだ

と論じたディグビーは，地域文化の独自性を強調し，各地域の在住者は必ずしもデリーの権

威を好意的に受け止めていたわけではないことを指摘した［Digby 2003: 248; Digby 2004:

316］。一方，『サイイドたちの美徳』は，15 世紀インドのムスリム地方王朝下において，デ

リーの権威と距離を取りその文化との差別化を図る傾向だけではなく，デリーの学術伝統を

38) これらのサイイドは，実在の人物が下敷きになっている可能性がある。サイイド・ムバーラ

ク・ガズナヴィーは，イルトゥトゥミシュ時代に活動し，学識者として知られた Nūr al-Dīn

Mubārak Ghaznawīが想定されているとみられる。彼は後世の伝記ではイルトゥトゥミシュ時代

のシャイフルイスラームとされているが，同時代史料の T
̇
abaqāt-i Nās

̇
irīにはそのような記述は

見られない［AA: 34; TFS: 41, 44］。サイイド・クトゥブッディーンに関しては，イルトゥトゥミ

シュの息子，スルタン・マフムード・シャー (r. 1246-1266) と，ギヤースッディーン・バルバン

(r. 1266-1287) の時代にデリーのシャイフルイスラームに任命された Sayyid Qut
̇
b al-Dīn が考え

られる［TN: I, 467, 492, TFS: 111, 348; 二宮 2007: 8-9］。ただし，彼がイルトゥトゥミシュの時代

にムバーラク・ガズナヴィーと並んでスルタンの側に席を占めるということは考え難い。なお，

両者についてはチシュティー派のスーフィーの語録や伝記にも言及が見られる［FF: 364, 401; FF

(Ftr.): 353, 422; FF (Ltr.): 296-297, 344-345; KM: 226, SA: 61］。中でも，ニザームッディーンの

語録 Fawāʼid al-Fuʼad中の逸話には，サイイド・ムバーラクがスルタン・イルトゥトゥミシュに

近い席次を得ていたという描写が見られる。さらに，同じ逸話にはクトゥブッディーンという

カーディーが登場する［FF: 401; FF (Ftr.): 421-422; FF (Ltr.): 344-345］。『サイイドたちの美

徳』の逸話と Fawāʼid al-Fuʼadの逸話との関連性の高さは，ペルシア語スーフィズム文献が，南

アジアにおけるペルシア語文学の逸話の伝統に大きく寄与していることを示唆する。
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継承してその文化に範を取ろうという志向も存在したことを示している。

ダウラターバーディーは，『サイイドたちの美徳』の中で，サイイド崇敬の正当性を主張

し，サイイドの保護を良きイスラーム社会の要件としているだけではなく，良き (スンナ派

の) イスラーム社会を実現するために 14 世紀までのデリー・サルタナトというモデルに従

うことを説いている。そして，トゥグルク朝期までに蓄積された学術伝統を活用しながらダ

ウラターバーディーが正当化を図ったサイイド崇敬は，北インドのムスリム社会の中に広く

浸透していった。『サイイドたちの美徳』からは，トゥグルク朝の崩壊後に地方都市ジャウ

ンプルを中心に成立したシャルキー朝において，デリーを中心に形成されたインド・イス

ラームの伝統が継承され発展していった過程を窺い知ることができる。
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